
第４章 自然環境 

 - 74 - 

 
 
第１節 地形・地質 

１ 高松市の地形 

 (１) 地形区分 

   高松市は、四国の北東部に位置し、地形的に見ると、南から①和泉層群か 

  らなる讃岐山脈、②花崗岩類から構成される前山丘陵、③讃岐層群からなる 

  丘陵・台地、④主として第四紀堆積物から構成される高松平野、⑤瀬戸内海  

  に区分されます（図１「高松市の地形と地質」）。 

 (２) 河川 

   高松市は、主として香東川の流域にあり、市の東部は新川及び春日川の流 

  域に、また市の西部は本津川流域となっています。 

   香東川は、三木町の高仙山に源を発し、西に流れ、塩江町安原付近から北 

  へ流れて、香川町岩崎を扇頂とする扇状地を形成しています。香東川は、江 

  戸時代の初めまでは香川町大野付近で二つに分かれ、本流はほぼ現在の御坊  

  川に沿って北流し、高松城の西側に河口があったと推定されています。本流 

  による高松城下の水害のため、1637 年頃西嶋八兵衛によって、本流を支流 

  であった現流路に付け替えたと伝えられています。 

   春日川と新川は、讃岐山脈北側の丘陵から発し、屋島の西側の河口に向 

  かって北流しています。本津川は、高松空港の北側を源流として、国分寺町  

  の盆地を涵養し、河口の香西に向かって流れています。 

 (３) 讃岐山脈 

   讃岐山脈は、塩江町の南半分を占め、大滝山（945m）などの標高 1,000m 

  前後の山地が徳島県との県境をなしています。高松市の最高峰は、竜王山 

  （1,060m）の東北東約 500m のところにある 1,058m の、国土地理院 

  ２万 5,000 分の 1 地形図では無名の山頂（通称：讃岐竜王山）です。讃岐 

  山脈とその北側の丘陵との境界は、数百ｍの高度差をもつ北向きの急斜面が 

  形成されています。この地形境界には、樫原断層、田中断層が東西方向に  

  通っていますが、活断層ではないようです。 

 (４) 前山丘陵 

   讃岐山脈北側には標高 600m 未満の丘陵が広がっています。また、丘陵 

  とその北側の平野との境界には、活断層である長尾断層が、香南町からさぬ 

  き市大川町にかけて、東西方向に通っています。長尾断層は、高松平野の南 

  縁部を画しており、長尾断層の中央部に位置する公渕公園は、市民の憩いの 

  場となっています。また、藤尾神社は、長尾断層によって隆起した丘陵の北 

  縁に当たり、高松平野を一望する名所です。 

 (５) 讃岐層群からなる丘陵・台地 

   高松平野の東は、屋島、庵治半島及び前田山の丘陵が、また、西側には  

  五色台から鷲ノ山に続く丘陵が高松平野を囲むように分布しています。  

   前田山を除き、これらの丘陵の山頂付近には讃岐層群の火山岩類が分布  

  して、急斜面を形成しています。また、高松平野内には、讃岐層群からな  

  る石清尾山、由良山、日山、六ツ目山などの小山が点在しています。  

   屋島は、山頂部にほぼ水平に分布する硬い讃岐岩質安山岩溶岩によって  

  山頂の平坦面と山頂を取り囲む急崖が形成された美しい台地上の地形をし  
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  ており、1934 年に典型的なメサとして国の天然記念物に指定されました 

  （図２）。五色台と石清尾山塊も同様のメサですが、山頂の平坦面はほとん 

  ど残っていません。 

  

図１ 「高松市の地形と地質」(長谷川修一原図) 
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   六ツ目山等の円錐形の小山は、安山岩 

  マグマが花崗岩に貫入し、冷却した時の 

  マグマの通路（火道）を構成した硬い安山 

  岩が鉛筆の芯のように侵食された火山 

  岩頸
が ん け い

です。高松平野には、黒雲母安山岩、 

  斜方輝石角閃石安山岩、角閃石安山岩な 

  どの火山岩類が、火山岩頸やメサ状の地 

  形を形成しています。なお、メサが更に 

  侵食されたビュートはまれで、五色台東 

  部の紅峰が代表例です（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   讃岐層群の火山岩類は、しばしば屋島 

  や五剣山のような岩盤が露出する急崖を 

  つくります。火山岩類からなる急斜面で 

  は、土壌の生成が悪いため、ウバメガシ 

  が優占する植生が多くみられます（図４）。 

   また、記録的な渇水時には、アベマキ等 

  の落葉広葉樹が褐色落葉する山焼けが発 

  生することがあります。 

 

 (６) 高松平野 

   高松平野は、香東川による扇状地を主体とし、その西部は本津川の氾濫原 

  （自然堤防と後背湿地）、東部には春日川、新川等による氾濫原、河口部に 

  は三角州からなる海岸平野が形成されています（図 1「高松市の地形と地 

  質」）。また、高松平野の南部には、更新世後期～中期に形成された数段の 

  段丘面が分布しています。現在の香東川は、紫雲山の西側を流下しています 

  が、扇状地の形態から、更新世後期から完新世には、主に紫雲山山地の東側 

  を流下していたと推定されます。香東川扇状地には、扇状地面を侵食して形 

讃岐平野に点在する円錐状の小山の多くは、ビュートではなく火山岩頸。 

図３ 讃岐平野の残丘の地形と地質 

 

 

図４ 屋島の山上を取り囲む讃岐岩質安山岩の

崖には、ウバメガシが自生している。 

図２ 高松市のシンボル屋島は典型的な

メサとして 1934 年に国の天然記

念物に指定された。 
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  成され、洪水時には川に戻る旧河道が数条あります。旧河道は周囲の扇状地 

  面より低いので、旧河道には地下水が湧出した泉である出水
で す い

が分布していま 

  す。扇状地にある大きなため池は、旧河道に沿って築造されています。  

   高松城の城下町であった市の中心部は、香東川の三角州扇状地からなる  

  微高地に立地しています。このため中央通り沿いが南北方向の高まりとなっ 

  て、東側と西側に向かって地盤が低くなっています（図５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (７) 瀬戸内海 

   高松沖の瀬戸内海は海底面が－20ｍ～－30ｍの浅海で、女木島、男木島 

  の南北の岬付近の海底は潮流によって侵食され、－50ｍより深くなってい 

  ます。女木島と男木島は、基盤の花崗岩の上に讃岐層群の火山岩類が載る  

  200ｍ前後のやや高い島です。これに対して大島は、花崗岩からなる 2 つの 

  低い島が砂州によってつながった陸繋島です。大島青松園は砂州の微高地に 

  あります。 

 (８) 高松平野の成り立ち 

   約２万年前のビュルム氷期最盛期には海面が 100ｍ以上低下し、瀬戸内 

  海の島々は高松市内陸部と陸続きでした。その後、温暖化の進行に伴って海 

  面が上昇し、約 6000 年前の縄文海進時の海岸線は現海岸線より約 3ｍ高く 

  なり、本津川、新川、春日川の下流部は内湾になっていたと推定されます。 

  これに対して、香東川扇状地は、現在の高松市中心部付近まで張り出してい 

  たため、海岸線の南進はわずかでした。 

   縄文海進による内湾は、その後次第に、河川が供給する土砂によって埋め 

図５ 高松市沿岸部の標高分布 
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  立てられました。また、江戸時代には、本津川、春日川、新川河口部にあっ 

  た干潟を干拓して新田が開発され、さらにその沖合に塩田が開発されまし  

  た。新田として開発された干拓地は、戦後浸水しやすい低地のまま、市街化 

  が進みました。また、塩田も昭和 40 年代から次々と埋め立てられ、工業用 

  地や住宅地に変わり、さらに、その海側に埋立地が広がっています（図５）。 

 

２ 高松市の地質 

  ここでは、高松市の地盤を構成している地層や岩石を時代の古い順番に説明  

 します。 

 (１) 領家花崗岩類 

   高松市の基盤は、白亜紀後期の領家花崗岩 

  類から構成されています。高松市内に分布す 

  る花崗岩類は、約 8000 万～9000 万年前に 

  形成された黒雲母花崗岩及び花崗閃緑岩など 

  から構成され、和泉層群、讃岐層群、三豊層 

  群や第四紀堆積物の基盤となっています。こ 

  のうち、牟礼町と庵治町の町境に分布する庵治花崗岩は、細粒の黒雲母花崗 

  岩で、最高級の石材の庵治石として採掘・加工されています（図６）。 

   花崗岩は、風化しにくいので墓石などの石造物に利用されています。しか 

  し香川県内に分布する花崗岩は数百万年以上の長期間に渡る風化を受け、  

  地表付近はマサと呼ばれる強風化岩になっています。また斜面の表層部はマ 

  サが崩れて堆積したマサ土に覆われています。マサ土は礫質～砂質土のた  

  め、粘着力がなく、雨水による侵食に弱く、また豪雨時に表層崩壊を発生し 

  やすい地盤です。 

 (２) 和泉層群 

   讃岐山脈の母体をなす白亜紀後期の和泉層群は、北縁では領家花崗岩類  

  を不整合に被覆し、南限は讃岐山脈南麓を東西に走る中央構造線に限られ  

  ています。北縁部の花崗岩類との不整合付近には、礫岩・粗粒の砂岩が延々 

  と東西方向に分布しています。この基底礫岩層の南には、泥岩層、さらにそ 

  の南には砂岩泥岩互層が広く分布しています。 

   讃岐山脈と北側の地形境界に沿って、南傾斜の逆断層である樫原断層、田 

  中断層が東西方向に走っています。樫原断層、田中断層に沿っては、約 1400 万 

  年前の流紋岩が貫入し、周囲に硫黄臭のする熱水変質作用を与えています。 

  この熱水変質作用は、断層沿いだけでなく、花崗岩類と和泉層群との不整合 

  面（図７）に沿っても認められます。塩江温泉の湯元は、この不整合面付近 

  にあります。 

   讃岐山脈を構成する砂岩泥岩互層は、風化すると砂質の風化土となり、豪 

  雨によって表層崩壊が発生します。また、砂岩泥岩互層は南傾斜をしている 

  ため、流れ盤の南向き斜面では大規模な地すべりによって形成された緩傾斜  

  が畑として利用され、北向き斜面が急傾斜となった非対称の斜面からなるケ 

  スタ地形となっています（図８）。 

図６ 庵治石の採石場(丁場) 
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 (３) 讃岐層群 

   約 1400 万年前の中新世に噴出した瀬戸内火山岩類及びそれに伴う淡水  

  性の堆積岩は讃岐層群と呼ばれ、五色台や屋島など高松平野の周辺部に分  

  布しています。五色台では基盤のマサ化した花崗岩の侵食面上に、黒雲母  

  流紋岩質凝灰岩・角閃石斜方輝石安山岩質火山角礫岩・讃岐岩質安山岩溶  

  岩・讃岐岩（サヌカイト）溶岩の順に重なっています。 

   屋島北嶺、女木島、男木島では、讃岐岩質安山岩・玄武岩の下位に黒色  

  の凝灰質砂岩・火山礫凝灰岩が分布しています。この地層は、軟質で加工  

  しやすいため、石材（豊島石）として採掘され、採掘跡が洞窟となってい 

  ます。また、白色の黒雲母流紋岩質凝灰岩は、火山周辺の高松クレーター  

  付近、五剣山周辺に分布しています。また、五剣山周辺に分布している凝  

  灰岩は、ガラス質のため白粉石（しらこいし）とよばれ、窯業の原料とし 

  て利用されたこともありました。 

   五色台、石清尾山、屋島、女木島、男木島の山頂は、讃岐岩質安山岩（一 

  部は玄武岩）が分布し、崖を作っています。特に屋島を特徴付ける山頂の平 

  坦面と山頂を取り囲む崖は板状節理が発達した讃岐岩質安山岩からできて  

  います（図 9）。讃岐岩質安山岩には、輝石の大きな結晶（班晶）を含むため、 

  断面にはザラザラした触感があります。また、女木島、男木島山頂部にある讃 

  岐岩玄武岩の柱状節理は高松市の天然記念物に指定されています（図 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 花崗岩(右下)を不整合で覆う和泉層

群の礫岩(左上)。境界の不整合面は南

に傾斜している(塩江町) 

図８ 讃岐山脈の非対称なケスタ地形と地す

べり緩斜面の耕地(塩江町)。 

   地層が南に傾斜しているので、南向き

の斜面が地すべりによって緩斜面と

なって、耕作地に利用されている。 

図９ 国指定天然記念物・屋島のメサの山

頂平坦面と山頂を囲む崖を作った讃

岐岩質安山岩。板状節理が発達し、

「畳石」と呼ばれている 

 

図 10 高松市指定天然記念物・玄武岩

の柱状節理(女木島鬼ヶ島洞窟

出口)。この下に採石跡の鬼が島

洞窟がある。 
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   五剣山では、八栗寺付近で白色の流紋岩質凝灰岩が花崗岩を不整合に覆  

  い、さらに凝灰岩の上上に堆積したゴツゴツとした火山角礫岩が屏風岩のよ 

  うな五剣山を形作っています。五剣山で 1707 年の宝永地震によって、南側 

  にあった峰が崩壊し、山の形が変わりました。八栗寺への表参道にはその際 

  に崩落した火山角礫岩の岩塊が残っています。 

   サヌカイトは、黒色緻密で斜長石に乏しく斜方輝石の小針状斑晶に富み、  

  ガラス質石基を多く含むのが特徴です。サヌカイトは、非常に緻密なため、 

  叩くと「カンカン」という、金属音が響きます。また、溶岩として流れたと 

  きに形成された流理が発達しているため、割るとエッジのするどい鋭利な石 

  器を作ることができます。本岩は、主として五色台の山頂部等にわずかに分 

  布しています。屋島山上で販売されているサヌカイトは屋島産ではなく、国 

  分寺町の連光寺山産です。 

   国分寺町鷲ノ山の角閃石安山岩は、柔らかく、加工しやすいことから、古 

  墳時代には石棺として利用されていました。また、高松平野南部の由良山か 

  ら産する由良石は黒雲母デイサイトで、柔らかな岩質のため、江戸時代から 

  灯篭などに加工され、昭和 40 年代には皇居東庭の敷石に採用されました。 

  このほか、主として流紋岩からなる貫入岩体が長尾断層沿いに分布していま 

  す。流紋岩の一部には熱水変質によって白色粘土が形成され、陶土として利 

  用されました。 

 (４) 三豊層群 

   高松平野の地下では、基盤岩の花崗岩類上 

  に最大 200ｍの厚さに達する三豊層群が分布 

  しています。三豊層群の下部はメタセコイア 

  植物によって特徴づけられる前期更新世（約 

  80 万年前～260 万年前）に河川や湖沼で堆 

  積した地層で、高松平野の地下から瀬戸内海 

  海底に連続しています（図 12）。 

   本層は、礫層、砂層、黒灰色泥層、青色シ 

  ルト層からなります。三豊層群の上部は、和 

  泉層群の砂岩や礫を主体とする扇状地性礫 

  層です。香東川河床では、新岩崎橋の上流側 

  に下部層が、下流側に上部層が露出していま 

  す（図 11）。 

 (５) 段丘堆積物及びその相当層 

   高松平野の南部には、低位、中位、高位の段丘が分布しています。香東川 

  左岸の香南町や右岸の香川町には、かつての香東川の堆積物で、和泉層群の 

  砂岩を主体とする礫層が、数段の段丘面を形成しています。また、新川、春 

  日川の流域にも礫層、砂層、粘土層からなる数段の段丘面が分布していま  

  す。これらの段丘面を開析する谷には、三谷池、公渕池、奈良須池などの大 

  規模なため池があります。 

   高松平野の地下における更新世後期の段丘堆積物相当層の分布状況はあ  

 

図 11 香東川河床に露出する三

豊層群(香南町)。長尾断層

の断層運動 によって地層

が北に傾斜している。 
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  まりよく分かっていません。約 2.9 万年前の姶良 Tn 火山灰が確認される深 

  度は、沿岸部で約 10ｍ、内陸部で５ｍ以浅です。ボーリング資料で洪積層 

  とされた地層の大部分は三豊層群の可能性が高いと思われます（図 12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (６) 沖積層 

   高松平野の表層地質は地形と密接に関係しており、表層から２～３ｍの地  

  盤は、香東川の扇状地では礫勝ち堆積物、春日川、新川等による氾濫平野で 

  は砂及び泥勝ち堆積物、河口部の三角州では砂勝ち堆積物となっています。 

  地下水に満たされた柔らかい砂地盤は、強い地震動を受けると、液状化しや 

  すい地盤です。鉄道の沿線別の地盤構成は、次のとおりです。  

    ＪＲ予讃本線(高松－端岡)：本津川による砂質堆積物、国分寺盆地内は湖沼性 

                 の粘土質堆積物 

    コトデン琴平線（栗林公園－岡本）：扇状地の礫質堆積物 

    ＪＲ高徳本線(栗林－讃岐牟礼)・コトデン志度線(瓦町－原)：三角州の砂質堆積物 

    コトデン長尾線(林道－高田)：後背湿地の泥質堆積物及び自然堤防の砂質堆積物 

   高松平野の沖積層の厚さは、臨海部においても 10ｍ程度であり、内陸部 

  でも数ｍ以内です。したがって、高松平野は、基本的には最終氷期（更新世 

  末期）の扇状地からなり、表層部に薄く 1 万年前以降に堆積した完新世の 

  堆積物（沖積層）が覆っているようです。 

 (７) 高松クレーター 

   高松平野南部の仏生山周辺の地下には、高松クレーターと呼ばれる重力探 

  査によって発見された伏在クレーター状構造があり、その直径は約４km、 

  深さは地表から 1,000ｍ程度と推定されています。地表地質調査、電磁探 

  査及びボーリング調査によると、高松クレーターは、花崗岩の窪みに凝灰岩 

  類を主体とする厚い火砕流堆積物が分布する構造で（図 13）、利用可能な 

  地下水は岩盤中の割れ目にある地下水脈と判断され、渇水時の水源にはなり 

  ません。 

 

 

 

 

 

図 12 讃岐平野から備讃瀬戸にかけての地下構造模式図(長谷川・斉藤, 1989) 
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 (８) 長尾断層 

   長尾断層は南側の花崗岩類が第四紀堆 

  積物の上にのし上がった逆断層で、高松 

  市香南町からさぬき市大川町に至る長さ 

  約 24km が活断層とされています。さぬ 

  き市長尾の亀鶴公園の西では、長尾断層 

  が露出した崖が「長尾衝上断層」として 

  香川県指定の天然記念物に指定されてい 

  ます。長尾断層の露頭は、香東川の新岩 

  崎橋河床で観察することができます。こ 

  こでは、三豊層群のシルト層と砂礫層が 

  南傾斜の逆断層で接しており、逆断層運動に伴って三豊層群のシルト層と砂  

  礫層が撓むように傾斜しています（図 14）。また、高松空港は長尾断層と 

  その副断層である鮎滝断層によって隆起した丘陵上に建設されています。  

   三木町におけるトレンチ調査等の研究成果に基づき、国の地震調査研究推 

  進本部は、平成 15 年（2003 年）９月に長尾断層の地震危険度を次のよう 

  に評価しています。これによると、長尾断層は、しばらくは大地震を発生さ 

  せないと思われます。 

    ・ 最新活動時期 ：９－16 世紀 

    ・ 平均的な活動間隔：概ね３万年程度 

    ・ １回の断層変位：1.2－1.7m 南側隆起 

    ・ 地震の規模 ：マグニチュード 7.1 

    ・ 今後 30 年間の発生確率 ：ほぼ０％ 

    ・ 今後 100 年間の発生確率：ほぼ０％ 

   なお、最近多肥上町の遺跡発掘現場で 10 世紀から 11 世紀にかけて発生 

  したと推定される噴礫（礫層の液状化跡）が発見されました。この噴礫は、 

  長尾断層が活動した時期に対応していますが、高松平野南部の地下に未知の 

  活断層が伏在している可能性も、今後の調査研究で検討する必要がありま  

  す。 

  高松市も直下型地震と無縁だと言うことはできません。 

 
図 13 「高松クレーターの地下構造(長谷川、2007)」 

 
図 14 香東川河床の長尾断層 

      (香南町新岩崎橋付近) 
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第２節 動物 

１ 哺乳類 

  高松市には、７目 32 種の哺乳類が生息して 

 います。国の天然記念物に指定されている哺乳 

 類はいませんが、香川県版レッドデータブック 

 （2021 年版）で準絶滅危惧種に指定されてい 

 る哺乳類が、２種（アズマモグラ、ニホンイタ 

 チ）生息しています。それぞれの種の分布と生 

 態について、以下に説明します。 

  食虫目（モグラ目）では、コウベモグラ、ア 

 ズマモグラ、ヒミズ、ニホンジネズミが生息し 

 ています。コウベモグラは水田、畑、河川の堤 

 防、河川敷など比較的土の柔らかいところに広 

 く見られます。それに対し、体の小さいアズマ 

 モグラは、コウベモグラの侵入しにくい讃岐山 

 脈の堆積層の薄いところに生息しています。ヒ 

 ミズは、半地下棲で、市街地を除いて広く分布 

 しています。ニホンジネズミも、市街地を除い 

 て広く分布しています。 

  翼手目（コウモリ目）では、屋島北嶺の屋島 

 洞窟でキクガシラコウモリ、コキクガシラコウ 

 モリ、モモジロコウモリ、ユビナガコウモリが 

 生息しています。このうち、キクガシラコウモ 

 リとモモジロコウモリは、洞窟内で繁殖してい 

 ます。イエコウモリ（アブラコウモリ）は、標高 100ｍ以下の平野部に見ら 

 れ、家屋をねぐらや繁殖場所に使います。春から秋にかけて、日没後、市街地 

 でも飛翔しているのがよく見られます。 

  齧歯目（ネズミ目）では、在来種としてムサ 

サビ、ニホンリス、アカネズミ、ヒメネズミ、 

スミスネズミ、カヤネズミの６種、外来種とし 

てドブネズミ、クマネズミ、ハツカネズミの３ 

種が生息しています。ムササビは、讃岐山脈に 

生息し、神社の社叢に棲むことがよくあります。ニホンリスは、讃岐山脈の林 

内で少数見られます。アカネズミは、低地から高地にかけて、草地や森林など

に広く見られます。ヒメネズミは、森林棲で讃岐山脈に生息しています。スミ

スネズミは、半地下棲で讃岐山脈に棲息しています。カヤネズミは、主に低地

の水辺に近いイネ科植物に球状の巣をつくります。 

アズマモグラ 

キクガシラコウモリ 

二ホンジネズミ 

アカネズミ 
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 外来種３種は、人家とその周辺に生息していま 

 す。このほか、近年、特定外来生物のヌートリ 

 アが岡山県側から海を渡って小豆島、豊島、本 

 島、手島といった島嶼部に分布を広げており、 

 高松市にも侵入する恐れがあります。ヌートリ 

 アは、ため池や河川に生息し、イネや根菜類な 

 どの農作物を食害します。 

  食肉目（ネコ目）では、在来種としてタヌキ、 

 キツネ、アナグマ、テン、二ホンイタチの５種、 

 外来種としてチョウセンイタチ、アライグマ、ハ 

 クビシン、ノネコ、ノイヌの５種が生息していま 

 す。タヌキ、キツネ、アナグマ、アライグマ、ハ 

 クシビンは、低地から高地まで広く分布し、市街 

 地でも見られることがあります。アライグマは、 

 特定外来生物に指定されており、ブドウやスイカ 

 などの農作物を食害します。人家の屋根裏で繁殖 

 することがあり、近年、高松市南部や庵治町で捕 

 獲されています（本市のアライグマ等への被害防 

 止対策ついては、95Ｐを参照）。テンは、讃岐山 

 脈に生息しています。ニホンイタチは、かつて低 

 地から高地まで広く見られていましたが、体の大 

 きなチョウセンイタチに追いやられて、分布域が 

 縮小しています。現在、屋島と讃岐山脈に生息が 

 確認されています。チョウセンイタチは、低地に 

 広く分布し、市街地でも見られます。 

  兎目（ウサギ目）では、ノウサギが生息してい 

 ます。低地から高地までの、草地、休耕田、山林 

 に広く分布しています。 

  霊長目（サル目）では、讃岐山脈にニホンザル 

 が生息しています。人里にも出没し、農作物を食 

 べることがあります。近年、その数が増加してい 

 ます。 

  偶蹄目（ウシ目）では、讃岐山脈にイノシシと 

 ニホンジカが生息しています。近年、イノシシの 

 分布が拡大し、市街地にも出没することがあります。また、農作物を食い荒ら 

 す被害も多くなっています（本市のイノシシ等への被害防止対策については、 

 95Ｐを参照）。イノシシもニホンジカも、遊泳力があり、瀬戸内海を泳い  

 で渡ることがあります。近年、四国ではカモシカの分布が拡大し、香川県内で 

 は東かがわ市で目撃されています。よって、高松市にも侵入もしくはすでに分 

 布している可能性があります。 

 

ヌートリア 

アナグマ 

ニホンイタチ 
 

タヌキ 
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ミサゴ（岩場で繁殖している） 

２ 鳥類 

  生物は自然環境、季節などに応じて種類、生息数、出現時期などに違いが見 

 られますが、野鳥では繁殖地、越冬地を大移動する種類も多く、季節で様変わ 

 りする特徴があります。 

  高松市は香川県のほぼ中央部に位置し、北部の瀬戸内海には、男木島、女木 

 島、大島、大槌島、小槌島などの島々が点在しています。海岸線から南部にか 

 けては高松平野が拡がっています。海岸部から徳島県との境に位置する讃岐山 

 脈までには五色台、屋島、五剣山、前田山、鷲ノ山、六ツ目山、岩清尾山、日 

 山などの標高 500ｍ未満の小規模な山地や小山が点在しています。市の南端 

 に位置する讃岐山脈には香川県の最高峰でもある竜王山系の 1,050m の無名 

 の山や大滝山 945m など比較的急峻な山並みが徳島県との境をなし、讃岐山 

 脈北部の高松平野まではゆるやかな丘陵地帯を形成しています。高松平野には 

 讃岐山脈を源流とする香東川、春日川、新川や丘陵地帯を源流とする本津川、 

 詰田川など水量の少ない河川が瀬戸内海まで流れ、河口には規模は小さいもの 

 の干潟も見られます。平野部には灌漑用のため池が多数見られます。  

  潜在自然植生は讃岐山脈の竜王山、大滝山などの頂上部ではブナ、イヌシデ 

 などを主木とした落葉広葉樹林ですが推移帯を伴い、讃岐山脈から海岸部、島 

 嶼部まではシイ、カシ類の常緑広葉樹林です。何れも開発等の影響で本来の自 

 然林は社叢などに見本程度に残存している状況です。塩業や家庭用の燃料にす 

 るための採集で大半がマツ林であった市内の山々は近年になり、燃料として使  

 用しなくなり、放置された結果、遷移が進み本来の自然林へと再生している山 

 林が多く見られるようになりました。 

  このような高松市の自然環境のもとで地域別の野鳥の生息状況は次のとお  

 りです。島嶼部では何れの島も小面積であり野鳥が食用とする餌も限られてい 

 ることから森林を主に留鳥として本土側では普通 

 に生息しているコゲラ、ヤマガラ、シジュウカラ、 

 エナガ、ウグイスなどの小鳥類は少なく、カワウ、 

 アオサギ、ダイサギ、コサギ、トビ、ハシブトガ 

 ラス、ハシボソガラスなどが海岸沿いで見られま 

 す。岩場などではイソヒヨドリも観察できます。 

 県内では留鳥として数が限られているクロサギも 

 わずかながら生息しています。水面近くに現れる 

 ボラなどの魚を常食とするミサゴは従来、屋島や 

 五色台などのクロマツ、アカマツの大木に営巣し 

 ていましたが広葉樹林化でマツが枯死した結果、 

 最近になって人が近寄りにくい島の岩場などの地 

 面に直接、営巣するケースも見られるようになり 

 ました。立ち枯れたマツには渡り鳥などを餌とす 

 るハヤブサが止まっているのを見かけることもあ 

 ります。 

 

イソヒヨドリ 
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  海面を埋め立てた朝日新町には砂礫混じりの造成地が小規模ながら残存し、 

本来、河川の中洲や海岸沿いの砂浜などに夏鳥として集団繁殖するコアジサ

シが渡来していましたが、物流基地として建屋が立ち並び繁殖に適した場所

がなくなり、見られなくなりました。数が減っているシロチドリ、コチドリは

少数ながら海岸近くの造成地などで繁殖しています。 

  高松市沖の海上部には、冬季にウミネコ、カモメ、セグロカモメ、ユリカモ

メなどのカモメ類やマガモ、ヨシガモ、ウミアイサなどのカモ類やカンムリカ

イツブリ、まれにウミスズメなどが渡来します。春と秋の渡りの時期には旅鳥

のアカエリヒレアシシギが海上の浮遊物に止まって羽を休めていることもあり

ます。 

  夏鳥として東浜港などで観察されているササゴイは隣接する街中の緑地で

少数ですが繁殖しています。県内でも繁殖の確認例はほとんどなく貴重な場

所となっています。 

  高松東部には新川、春日川、詰田川、御坊川などが合流して、県内最大級の

河口干潟が形成されています。年間を通じ、周辺のヨシ原なども含めてこれま

でに 130 種近くの野鳥が観察されています。川の上流部や海などから運ばれ

た有機物などで栄養分が豊かな干潟にはゴカイ

類や甲殻類、小魚などが生息し、それらを餌と

する多くの野鳥が集まります。春と秋の渡りの

時期にはシロチドリ、イソシギ、キアシシギ、

ソリハシシギ、ハマシギ、チュウシャクシギ、

アオアシシギなど約 30 種類のシギ・チドリ類 

が観察されています。冬季にはオナガガモ、ヒ

ドリガモ、ヨシガモ、コガモ、マガモなどのカ

モ類やウミネコ、ユリカモメ、ズグロカモメ、カモメなどのカモメ類でにぎわ

います。留鳥のミサゴ、ダイサギ、アオサギ、コサギ、カワウも集まります。

新川河口には干潟の上流側に県内では少なくなった規模の大きいヨシ原が残っ

ていて、春から夏にはオオヨシキリやセッカ、ヒクイナなどの繁殖地でもあ

り、夏から秋にかけてはツバメの集団ねぐらとなっています。冬季にはオオ

ジュリン、ツリスガラ、ヒクイナ、クイナなどが観察できます。また、周辺の

河川林や草地、水路ではカイツブリ、カワセミ、アリスイ、ハイタカ、オオタ

カ、アオジ、ホオアカなども観察できます。市街地に近く、オアシス的存在で

市内の小学校・中学校の児童生徒はもとより、市民の身近な野鳥や干潟の生

物の観察場所となっています。 

  高松の市街地には公園、住宅地、街路樹など狭いながらも緑地があり、鳥類

の休息地、繁殖地、餌場にもなっています。過去には高松市内では冬鳥であっ

たムクドリは昭和 50 年ごろより高松市内でも繁殖が見られるようになり、晩

夏から春先の夜間には街路樹やビル屋上の広告塔を集団ねぐらとして利用し

ています。ハクセキレイも近年になって海岸沿いの市街地から平野部にかけ

て繁殖するものが見られるようになり、ムクドリと同じように市街地の電線

や街路樹、ビルの広告塔を集団ねぐらとして利用しています。ねぐらには秋に

アオアシシギ 
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北方より冬鳥として渡ってきたものも加わります。スズメやカラス類も同じ

ように集団ねぐらを形成します。学校や公園、民家などの樹木ではキジバト、

ヒヨドリ、たまにモズ、コゲラ、メジロ、カワラヒワなどが営巣します。冬季

にはムク、エノキ、クス、クロガネモチ、ビラカンサなどの実を求めてツグ

ミ、シロハラ、シメ、ジョウビタキなどの冬鳥も渡来します。数年おきにはキ

レンジャク、ヒレンジャクが春先に集団で渡来

します。夏鳥のツバメは住宅地でも普通に繁殖

していましたが最近は住宅構造の変化等もあり

減少しています。とっくり型の巣で知られるコ

シアカツバメは過去には県庁建屋に集団で営巣

していました。その巣を利用して繁殖していた

ヒメアマツバメが市内のビルや栗林公園の上空を

集団で飛び交っていました。巣が撤去され、コシアカツバメがいなくなるとと

もにヒメアマツバメも見えなくなってしまいました。塩江町で数羽の生息が

確認されています。海岸沿いの岩場などに生息していたイソヒヨドリが近年、

年間を通じてのビル街や住宅地でも普通に見られるようになりました。ハヤ

ブサも高いビルの屋上などで少ないものの目撃例が増えています。外来鳥の

ハッカチョウは市街地で見かけることが多くなりました。 

  紫雲山の麓に位置する特別名勝の栗林公園は周年にわたって野鳥の観察地

としても親しまれており、現在までに約 90 種類の野鳥が記録されています。

メジロ、エナガ、ヤマガラ、シジュウカラ、コゲラなどの山野の鳥のほか、水

辺では、カワセミ、アオサギ、セグロセキレイなどの留鳥が観察できます。上

空を見上げると年間を通じミサゴ、トビ、ハヤブサを見かけることもあります。

初夏には市内では限られた場所でしか繁殖していない夏鳥のアオバズクの姿

や背景の紫雲山からはホトトギス、キビタキなどの声を聞くこともあります。

冬季には、多数のマガモに混じってコガモ、カルガモなどのカモ類も渡来しま

す。オシドリ、ミコアイサなども稀に現れ、野鳥ファンを楽しませてくれます。

公園にはエノキ、ムク、アキニレ、アラカシなど冬に実をつける木も多く、ル

リビタキ、ショウビタキ、イカル、シメ、ツグミ、トラツグミ、シロハラ、ア

オジ、キクイタダキ、アオバトなども観察できます。 

  紫雲山の西側に位置する峰山地区では、市の中心部から近いこともあり、定

期的に通う熱心な観察者によってキマユムシクイ、ニシオジロビタキ、ハシグ

ロヒタキなどの貴重な種も記録されるなど渡り鳥の中継地にもなっています。 

  高松平野には大小のため池が点在します。水草の多い池ではカイツブリ、バ

ンが繁殖し、秋には稲作で不要となった水を抜いた池では淡水湿地を好むイカ

ルチドリ、コチドリ、タゲリ、タマシギ、アオアシシギ、ハマシギ、ツルシギ、

トウネンや稀にオジロトウネン、オオハシシギ、セイタカシギなどのシギ・チ

ドリ類やタヒバリ、セグロセキレイ、ハクセキレイ、キセキレイなどが立ち寄

ります。高松南部の小田池や坂瀬池には、冬季、マガモ、カルガモ、コガモ、

ヒドリガモ、ハシビロガモ、ホシハジロ、キンクロハジロ、ミコアイサなどの

カモ類やカンムリカイツブリ、ハジロカイツブリ、オオバンなどの水鳥が多数

ヒレンジャク 
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渡来します。オオハクチョウ、マガン、ツクシ

ガモ、アカツクシガモ、クロハラアジサシ、コ

ウノトリ、クロトキ、ヒメクイナ、マミジロタ

ヒバリなどの珍客が現れたこともあります。 

  野鳥が多く渡来するため池には、この他に高

月池、飯田池、御殿貯水池、神内池、久米池、

羽間下池、公渕池、平田池、平池、新池、内場

池などがあります。飯田池には過去に珍客のメ

ジロガモ、高月池にはアカガシラサギが渡来しています。山間部の池にはオシ

ドリが越冬します。塩江町の内場池が有名ですが釣り客がボートを浮かべるこ

とがあり必ずしも安住の地ではありません。最近になり香川町の新池、香南町

の小田池などには大規模なソーラパネルが設置されるなど水鳥たちにとって危

惧される事象も起こっています。 

  高松平野を流れる香東川、本津川、新川、春日川などの河川は、年間を通じ

サギやセキレイの仲間、カイツブリ、キジ、カワセミなどが生息。イカルチド

リ、コチドリが小石混じりの中洲などで繁殖します。水生植物のヨシ、ツルヨ

シの群落地では、夏季にカルガモ、オオヨシキリ、バン、ヒクイナ、セッカな

どが繁殖。冬季にはオオジュリン、クイナ、ヒクイナ、タシギ、イソシギ、ク

サシギ、コガモ、マガモなどが生息しています。春と秋には旅鳥のノビタキを

見かけることもあります。近年になり河川は公園化や大規模改修工事などで貴

重なヨシ、ツルヨシの群落が失われるなど野鳥たちの生息場所が脅かされてい

ます。 

  田園地帯では、留鳥としてスズメ、ヒバリ、セッカ、キジ、カワラヒワ、ム

クドリ、セグロセキレイ、カラス類などが生息しています。冬鳥としてタヒバ

リ、アトリ、ニュウナイスズメ、ホオアカなどが渡来します。小村町や南部の

農耕地にはナベヅルの群れが立ち寄ったこともあります。水を張った休耕田に

はアオサギ、タイサギ、チュウサギ、コサギ、アマサギのサギ類や淡水湿地を

好むアオアシシギ、クサシギ、エリマキシギ、タカブシギ、タシギ、コチドリ、

タマシギ、セイタカシギなどのシギ・チドリ類やタヒバリ、セグロセキレイ、

ハクセキレイ、キセキレイ、クイナ、ヒクイナなどが観察できます。餌となる

野鳥が群れている場合にはハイタカ、オオタカ、ハヤブサ、チョウゲンボウな

どの猛禽類を見かけることもあります。 

  高松平野に点在する社叢には、クス、エノキ、ムクノキ、クロガネモチなど

の大木が残されている場合があります。大木には洞（うろ）が見られ、それを

利用してアオバズクやフクロウが繁殖しています。 

  五色台、屋島、五剣山や国分寺周辺、高松南部の低山帯には、フクロウ、キ

ジ、ウグイス、ヤマガラ、シジュウカラ、エナガ、コゲラ、ヒヨドリ、メジロ、

ホオジロなどの留鳥が生息しています。急峻な崖ではハヤブサが営巣する場合

もあります。夏鳥としてホトトギス、センダイムシクイ、ヤブサメ、サンコウ

チョウ、オオルリ、キビタキ、コサメビタキなどが繁殖のため渡来してきます。

冬季にはノスリ、ハイタカ、ヤマシギ、ツグミ、シロハラ、トラツグミ、シメ、

ツクシガモ 
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ルリビタキ、キクイタダキ、ミヤマホオジロ、カヤクグリ、アオジ、クロジ、

マヒワ、アトリ、ウソ、ベニマシコなどの冬鳥も姿を見せます。春と秋にはマ

ミチャジナイ、アカハラ、エゾビタキ、サメビタキなどの旅鳥を見かけること

もあります。近年、人が入らなくなった山では自然林化が進み広葉樹が増えた

こともあり、森林性の強いヤマガラやアオゲラの定着化、夏鳥のキビタキの増

加など変化が見られます。 

  大滝山から竜王山にかけての讃岐山脈の頂上部は温帯林の落葉広葉樹林が

残存し北側の丘陵地帯まではスギ、ヒノキの植林地に混じってコナラ、クヌギ、

アカマツなどの二次林がまとまって分布。留鳥

として低山帯の野鳥に加えてオオコノハズク、

ミソサザイ、ヤマドリ、アオバト、トラツグミ、

ゴジュウカラ、ヒガラ、アオゲラ、イカル、カ

ケスなどが生息、夏鳥としてミゾゴイ、アカショ

ウビン、ハチクマ、サシバ、ホトトギス、カッ

コウ、ツツドリ、クロツグミ、ヨタカなどが繁

殖のため渡来してきます。冬季にはハギマシコ、

オオマシコを見る事もあります。また、その谷間を流れる渓流沿いでは留鳥の

カワガラス、キセキレイが生息、冬季には少ないもののアオシギが渡来します。 

  自然環境は気候変動、環境開発（国内だけでなく越冬地の東南アジアや繁殖

地のシベリアなども含めて）などによって変化しています。野鳥の種による適

応力によっても分布は変化します。過去には農薬の使用も大きく影響しまし

た。高松市内で増えたと思える種はウミネコ、カワウ、オサギ、コサギ、ダイ

サギ、チュウサギ、ハクセキレイ、ヤマガラ、キビタキ、オオバン、イソヒヨ

ドリ、ムクドリなど。逆に減ったものや見かけなくなったものは、クロサギ、

ミゾゴイ、ヨシゴイ、ヤマセミ、アオバズク、フクロウ、コアジサシ、シギ・

チドリ類、ヒメアマツバメ、ヤマドリ、サシバ、サンショウクイ（南方系の亜

種リュウキュウサンショウクイが増える傾向）。低山帯でも繁殖していたと思

われるイカルは近年、讃岐山脈沿いの標高のやや高い場所でしか繁殖期に見か

けなくなったなど変化が起きています。外来鳥ではハッカチョウ、ソウシチョ

ウが増加しベニスズメは見かけなくなりました。 

  野鳥観察をしていると自然の移ろいを強く感じます。豊かな自然環境を後世

に残していくことが求められています。 
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３ 淡水魚類 

  高松市を流れる主な河川は、讃岐山脈やその前山を源流とし、高松平野を流

れて瀬戸内海に注ぐ短い河川ばかりです。また、降水量が少ない上に、山地が

浅いことから川の水量は多くありません。そこで、人々は昔から大小無数のた

め池をつくり、水を蓄えて大切に使ってきました。このような自然条件は淡水

魚にとっては非常に厳しく、近県の主な河川に比べると淡水魚の種類は大変少

ない状況でした。ところが、1974 年に香川用水の通水が始まり、吉野川の水

が市内の河川やため池にも導入されました。さらに、香川用水は吉野川に生息

している多くの淡水魚も一緒に運んできたので、これまで見たことのない魚が

市内でも確認されるようになりました。

現在までに高松市では約 150 種の淡水

魚が確認されています。最も種類が多い

のは河口の汽水域で見られる周縁性淡水

魚で約 90 種、次いで河川やため池など

の淡水域で一生を過ごす純淡水魚が約

45 種、生きている間に一度は海を利用する通し回遊魚が約 15 種です。その

中には香川県版レッドデータブック（2021 年版）で絶滅危惧種に指定されて

いる希少な淡水魚（チュウガタスジシマドジョウやアブラボテなど）が 25 種

含まれています。 

高松市を流れる主な河川は東から新川、春日川、香東川、本津川です。市内

には他にも相引川、詰田川、亀水川などの二級河川をはじめとして約 20 の中

小河川水系があります。市内の主な河川で共通して見られる純淡水魚には次の

ようなものがあげられます。コイ、ゲンゴロウブナ、ギンブナ、オイカワ、カ

ワムツ、モツゴ、タモロコ、ドジョウ（絶滅危惧Ⅱ類・香川県レッドデータブッ

クのカテゴリ－に指定、以下同じ）、オオシマドジョウ（準絶滅危惧）、ナマ

ズ、ミナミメダカ（絶滅危惧Ⅱ類）、ブルーギル（特定外来生物）、オオクチ

バス（特定外来生物：通称ブラックバス）、

ドンコ、カワヨシノボリ、シマヒレヨシノボ

リ（情報不足）、カムルチー（通称ライギョ）

などです。中でもオイカワは、アユの種苗放

流や香川用水の通水によって県内に移入し、

その生息範囲を拡大して今では河川の優占

種となっています。また、河口域で共通して見られる通し回遊魚や周縁性淡水

魚にはニホンウナギ（絶滅危惧Ⅱ類）、ボラ、タケノコメバル、クロダイ、キ

チヌ、シマイサキ、イダテンギンポ、ミミズハゼ、ヒモハゼ（準絶滅危惧）、

マハゼ、アベハゼ、チチブ、ゴクラクハゼ、

ヒメハゼ、ビリンゴ、チクゼンハゼ（絶滅危

惧Ⅱ類）、クボハゼ（準絶滅危惧）、クサフ

グなどがいます。特筆すべきはクボハゼです。

埋め立て等により全国的に生息地や個体数

が減少している中、市内ではほぼすべての河

チュウガタスジシマドジョウ 
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川で多数のクボハゼを確認することができます。 

他にも香東川ではナガレホトケドジョウ（絶滅危惧Ⅰ類）、タカハヤ（準絶

滅危惧）、カジカ大卵型（絶滅危惧Ⅰ類）、アカザ（絶滅危惧Ⅰ類）、ムギツ

ク（絶滅危惧Ⅱ類）、イトモロコ（絶滅危惧

Ⅰ類）、チュウガタスジシマドジョウ（絶滅

危惧Ⅱ類）などの希少種が見られます。ま

た、中流～下流域には香川用水を経由して

徳島県の吉野川から移入したカマツカ、コ

ウライモロコ、ギギなどが生息しています。 

新川にはアマモ場を含む県下最大の河口干潟があります。干潟周辺からはア

カエイ、ナルトビエイ、ゴンズイ、ヨウジウオ、ガンテンイシヨウジ、メナダ、

マゴチ、スズキ、カワアナゴ（準絶滅危惧）、アシシロハゼ、アカオビシマハ

ゼ、ツマグロスジハゼ、ニクハゼ、ヒラメ、イシガレイ、ヒガンフグなどハゼ

科魚類を中心に約 70 種が確認されていま

す。また、温暖化等による海水温上昇の影響

で、住吉川ではギンガメアジ、本津川ではロ

ウニンアジ、香東川と本津川ではヒナハゼな

ど、本来は沖縄～九州に分布する暖水性魚類

が確認されています。特にナルトビエイは新

川以外の河川でも増加しており、干潟に生息

するアサリなどの二枚貝を大量に食べること

から社会問題となっています。 

春日川は新川と並ぶ良好な河川環境を有する河川でしたが、水害防止等のた

め中流～河口域に多くの堰が建設されました。その結果、瀬や淵のある環境は

減少し、ヌマムツ（絶滅危惧Ⅰ類）、ヤリタナゴ（絶滅危惧Ⅰ類）、アブラボ

テ（絶滅危惧Ⅰ類）、チュウガタスジシマドジョウなどの在来魚は激減し、代

わりにオイカワ、コウライモロコ、ブルーギル、オオクチバスなどの外来魚が

優占種となっています。  

御坊川は高松市中心部の住宅街を流れる詰田川の支流です。かつて御坊川は

悪臭が漂う市内で最も汚染の進んだ河川の一つでした。しかし近年、ヘドロの

浚渫や下水道の整備等により河川環境が大きく改善し、河口域では水のきれい

な砂底を好むシロウオ（絶滅危惧Ⅱ類）や、良好な自然環境の指標となってい

るマサゴハゼ（絶滅危惧Ⅱ類）が発見されています。 

高松市は日照時間が長いことから過去には塩の生産が盛んな時期があり、屋

島周辺などに多数の塩田がありました。その外縁水路であった相引川や汐入川

には今でも有機物が多い泥底の塩性湿地があり、その環境を好むトビハゼ（絶

カジカ大卵型 
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滅危惧Ⅱ類）の重要な繁殖地となっています。 

また、高松市には高松平野を中心に久米池、坂瀬池、小田池など約 2,500 個

の大小ため池があります。外来魚のいないため池ではギンブナ、モツゴ、シマ

ヒレヨシノボリなどが普通に見られます。

一部のため池には二ッポンバラタナゴ（絶

滅危惧Ⅰ類）やカワバタモロコ（絶滅危

惧Ⅰ類）、養殖のために移入したゲンゴ

ロウブナ、タモロコ、ハクレン、ワカサ

ギなどが生息しています。しかし、多く

のため池にはブルーギルやオオクチバス

などの外来魚が定着しており、もといた

魚類やエビ類、水生昆虫などを次々と捕

食して生態系を破壊し大きな問題となっ

ています。他にもハス、カムルチー、タ

イワンドジョウ、ソウギョ、アオウオな

どの外来魚が平野部のため池で確認され

ています。近年では成長すれば最大３ｍ

にもなるアリゲーターガー（特定外来生

物）の若魚がため池で発見されています。 

その他、庵治半島西側の屋島湾に流入する小河川でエドハゼやキセルハゼ（絶

滅危惧Ⅰ類）、新川や春日川でタイリクバラタナゴ、摺鉢谷川や相引川でカダ

ヤシ（特定外来生物）、本津川でタウナギ、御坊川でグッピーが確認されてい

ます。また、春日川や御坊川ではヒメダカやシロメダカ等の飼育品種メダカの

放流が確認されており、ミナミメダカとの交雑による遺伝子汚染が危惧されて

います。 

  

ニッポンバラタナゴ 

 

ブルーギル 

 



第４章 自然環境 

 - 94 - 

４ 両生・爬虫類 

  高松市に生息する両生類は、日本国内で生息 

 する 100 種のうち、サンショウウオの仲間が 

 セトウチサンショウウオ・イシヅチサンショウ 

 ウオの２種（絶滅危惧Ⅱ類・香川県レッドデー  

 タブックのカテゴリーに指定、以下同じ）、イ 

 モリの仲間がアカハライモリ（準絶滅危惧）の 

 １種、カエルの仲間がニホンアマガエル・シュ 

 レーゲルアオガエル・カジカガエル・トノサマ 

ガエル（準絶滅危惧）・ツチガエル・ヌマガエル・ウシガエル（特定外来生物）・

ニホンアカガエル・ヤマアカガエル・ニホンヒキガエル（準絶滅危惧）・タゴ

ガエル・ナゴヤダルマガエル（絶滅危惧Ⅰ類）

の 12 種の合計 15 種が確認されています。 

  爬虫類は、日本国内に生息する 110 種のう 

 ち、カメの仲間がクサガメ・ミシシッピアカミ 

 ミガメ（条件付特定外来生物）・ニホンスッポ 

 ン・カミツキガメ（特定外来生物）の４種、ト 

 カゲの仲間がニホンヤモリ・タワヤモリ（準 

 絶滅危惧）・ニホンカナヘビ・ニホントカゲ 

 （準絶滅危惧）の４種、ヘビの仲間がタカチ 

 ホヘビ・アオダイショウ・シマヘビ・ジムグリ・ 

 シロマダラ・ヤマカガシ・ヒバカリ・ニホンマ 

 ムシの８種の合計 16 種が確認されています。 

  島嶼部の男木・女木島には、かつて多くのニ 

 ホンヒキガエルが生息していました。男木島で 

 は、現在、イノシシの侵入を防ぐ柵等の影響で 

 産卵場所が限定され、生息数が減少しています。 

 女木島では、県下最大級の産卵池が消失し、他のため池もウシガエルが増殖  

 し、種間競争が激化しています。今後、ニホンヒキガエルの生息数が減少する 

 可能性があります。集落周辺では、ニホンアマガエル・ニホンヤモリ・ニホン 

 カナヘビ・ニホントカゲ・クサガメ・アオダイショウ・シマヘビの生息が確認 

 されています。男木島の海岸沿いの岩場ではタワヤモリが、近年、確認されま 

 した。 

  中心部の市街地は、緑や土のある場所が少な 

 く、市内では最も両生・爬虫類の種数が少なく 

 なっています。一部の限られた場所で、ニホン 

 アマガエル・ウシガエル・ニホントカゲ・ミシ 

 シッピアカミミガメ（人工的な移入）・クサガ 

 メ・ニホンスッポン・アオダイショウの生息が 

 確認されています。ニホンヤモリは、家屋やビ 

 ルを中心に都市環境に適応し、多数生息してい 

タゴガエルと卵塊(塩江町) 

シュレーゲルアオガエル(塩江町) 

ニホンヒキガエル(男木島) 

ミシシッピアカミミガメ(ため池) 
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 ます。 

  平野部は、水田を中心に多くの両生・爬虫類が生息しています。ニホンアマ 

 ガエル・ヌマガエル・ウシガエル・ニホンヤモリ・ニホンカナヘビ・ニホント 

 カゲ・クサガメ・ニホンスッポン・アオダイショウ・シマヘビ・ヤマカガシ・ 

 ニホンマムシの生息が確認されています。平野部では、ツチガエル・トノサマ 

 ガエルの生息を確認することは、きわめて厳しい状態です。河川の河口域やた 

 め池では、ミシシッピアカミミガメの個体数が 

 増加傾向にあります。2023年６月１日より外 

 来生物法により条件付特定外来種に指定され、 

 野外への放出は禁止になりました。 

  山間部の五色台、石清尾山、屋島、五剣山、 

 植田地区、塩江町周辺には、かつてはセトウチ 

 サンショウウオが多数生息していました。現在 

 は、開発等により生息場所である湧水や小さな 

 谷間の水たまりが消失し、絶滅寸前になってい 

るところが多くあります。五色台、屋島、五剣山、植田地区、塩江町周辺の山

際の小さなため池では、ニホンヒキガエルがわずかに産卵をしています。しか

し、外来種（特定外来生物）のウシガエルが日本固有種のニホンヒキガエルの

産卵場所に侵入し、種間競争が激化しています。五色台、屋島、五剣山の岩場

周辺には、タワヤモリがわずかに生息しています。 

  塩江町は、旧来の自然が最も多く残され、安

原下では、セトウチサンショウウオやニホンヒ

キガエル、アカハライモリが多数生息していま

す。また、市内で確認できる種がすべて確認さ

れています。しかし、山間部では、近年、耕作

放棄水田が増加し、アカハライモリやトノサマ

ガエルの生息環境が狭められています。また、

林業の衰退とともに山の手入れがほとんどされ

なくなり、イシヅチサンショウウオの生息環境

も悪化しています。今年も塩江町でナゴヤダルマガエルの生息確認はできませ

んでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 トノサマガエルの卵塊(塩江町) ツチガエル(塩江町) 

セトウチサンショウウオの卵嚢  

(五色台) 

トノサマガエルの抱接(塩江町) 
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※ 特定外来生物とは、もともと日本にいなかった外来生物のうち、生態系、人

の生命・身体、農林水産業へ被害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれがあるものの

中から指定されており、飼育・栽培・保管・運搬・販売・譲渡・輸入などが原則

として禁止されています。特定外来生物を見つけた場合や防除等に関しては、環

境省ホームページを参照してください。 

 

 

※ 第４章「自然環境」第１節～第２節の執筆は、第一線で研究調査に従事して

おられる下記の諸氏にお願いしました。記して謝意を表します。（敬称略） 

・ 地形・地質   長谷川 修一  ・ 哺乳類    川口 敏 

・  鳥類      川南 勉     ・ 淡水魚類   安芸 昌彦  

・ 両生・爬虫類  篠原 望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タワヤモリ(屋島) イシヅチサンショウウオ(塩江町) 
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第３節 自然景観 

低湿な沖積地と急峻な花崗岩台地のコントラストが特徴で、特に紫雲山～稲荷

山～石清尾山、屋島等が市内ところどころで島のようになって、ランドマークに

なっています。 

自然環境保全基礎調査の自然景観資源調査報告書によれば、高松市の自然景

観資源としての指定状況は、次のとおりです。 

 

自然景観資源一覧表 

自然景観資源名 名    称 摘   要 

山
地(

非
火
山
性)

景
観 

非火山性高原 五色台 瀬戸内海国立公園 

非火山性弧峰 

屋島 

石清尾山、紫雲山 

浄願寺山、由良山、日山、上佐山 

紅峰、串ノ山 

勝賀山、加藍山、六ツ目山 

堂山、鷲ノ山、火ノ山 

五剣山、立石山 

竜王山 

瀬戸内海国立公園 

河
川
景
観 

滝 不動の滝  

海 
岸 

景 

観 

多島海 長崎ノ鼻の北沖 
瀬戸内海国立公園 

陸けい砂州 大島中央部 

砂浜・礫浜 男木島東岸 瀬戸内海国立公園 

海食崖 

男木島西岸、女木島南西海岸 

長崎ノ鼻東岸、浦生集落の北部 

紅峰の北岸、大崎の鼻 

高島東海岸、鎌野集落の南東 

船隠西岸、兜島、稲毛島 

大島北端、大島の南岸 

船隠の西海岸 

瀬戸内海国立公園 

海食洞 男木島の南端、女木島の北端 瀬戸内海国立公園 

そ
の
他 

上記以外の際立っ

た地形 

落合橋下流 

岩崎橋付近 
 

特殊地形節理(※) 女木島の中央部 瀬戸内海国立公園 

※ 節理…地質学成因による岩石・岩盤中の明瞭かつ平滑な割れ目。面が平面で

整然としている場合に使われることが多く、複数の割れ目が群れをな

している。岩石・岩盤の破壊現象の一種である。 

 



第４章 自然環境 

 - 98 - 

第４節 法規制 

屋島、五色台を中心に自然系の土地利用の保全が図られており、それら自然保護関連

の法規制の根拠は次のとおりです。 

自然保護関連の法規制(高松市) 

名   称 地  域  等 法 令 名 

自然公園 

屋島、五色台、女木島、男木島等  

(瀬戸内海国立公園) 

大滝山、竜王山等 

(大滝大川県立自然公園) 

自然公園法 

香川県立自然公園条例  

県自然環境保全地域  藤尾山自然環境保全地域  
香川県自然環境保全条例  

県自然記念物 ８か所：岩田神社のフジ(植物)など 

風致地区 

高松風致地区 

(栗林町一丁目、室町、東ハゼ町、峰山町、宮

脇町二丁目、西宝町二丁目、西宝町三丁目、

室新町、中野町約 230ha) 

都市計画法 

高松市風致地区内における

建築等の規制に関する条例  

緑化推進地域 
庵治港臨海部、国分寺町橘ノ丘  

香南町横井地区 

みどり豊かでうるおいのある

県土づくり条例  

主な保安林区域 塩江、屋島、峰山、芝山、亀水地区等  森林法 

県自然海浜保全地区  

鎌野自然海浜保全地区  

高尻    〃 

竹居    〃 

香川県自然海浜保全条例  

保存木 19 か所：大石さんのムクノキなど 
香川県における樹木の保存に

関する要綱 

鳥獣保護区 

鷹の山 鳥獣保護区 

石清尾    〃 

五色台   〃 

藤尾山   〃 

公渕    〃 

真名屋敷  〃 

屋島    〃 

八栗    〃 

内場池   〃 

鳥獣の保護及び管理並びに

狩猟の適正化に関する法律  

特定猟具使用禁止区域

(銃) 

高松屋島 特定猟具使用禁止区域(銃) 

細井    〃 

浅野    〃 

小田池   〃 

六ツ目山  〃 

香南台地  〃 

丸山    〃 

御殿山   〃 

鞍谷    〃 

大平パイロット地区   〃 

橘池    〃 

高松    〃 

平池    〃 

如意輪寺  〃 

下福家   〃 

八栗山   〃 

十三塚・隠谷   〃 

指定猟法禁止区域 新池 指定猟法(鉛製散弾の使用)禁止区域 

 
(令和７年３月 31 日現在) 
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第５節 自然環境の保全 

１ 豊かな自然環境の保全 

 (１) 造林助成事業の推進 

   本市の森林面積は 14,108ha で、従来、主としてマツ林や広葉樹林で構

成されていましたが、昭和５０年代の松くい虫被害によりマツ林が急激に減

少した跡地について、造林事業によるヒノキなどの植林や自然遷移による広

葉樹への樹種転換を進めています。 

   森林の整備は、近年の社会情勢の変化等により、一時的に木材価格が上昇

したものの、その後及びそれ以前からの木材価格の低迷による林業不振、山

村地域の過疎・高齢化による担い手不足等多くの問題を抱えつつ、松くい被

害後に植林したヒノキが搬出間伐により製品として流通できる林齢となって

います。一方では、森林が持つ国土の保全、水源かん養、自然環境の保全、

生物多様性の確保等の多面的機能が注目され、その重要性が高まっていま

す。 

 (２) 分収造林事業による森林整備の推進 

   分収造林事業とは、造林者（市）が契約により、山林所有者から借り受け

た山林に木を植えて一定期間育て、成林後に分収木を販売し、その収益を

予め契約した一定の割合で分収する制度です。本市では、高松市分収造林

条例に基づき、昭和48 年度から山田地区内において分収造林事業を実施し

ています。 

   平成17年度の市町合併により、塩江地区内の分収造林地が加わり、市全

体の分収造林面積は225.08haとなりましたが、その後、契約満了等により

現在の分収造林面積は201.12haとなっています。分収歩合は、国有林での

分収が市７割・国３割、民有林での分収が市６割・山林所有者４割となって

おり、計画的に森林整備を進めています。 

分収造林樹種別造林実績 

                                      

 

 

 

 (３) 森林・里山の保全の推進 

   本市の森林面積は14,108haで、森林率は37.5％となっています。その内

訳は、私有林11,297ha、国有林1,405ha、県有林181ha、市有林等1,225ha

です。 

   森林は、木材生産の場であるとともに、国土の保全、水源かん養、自然生

態系の保全、森林レクリエーション等の多面的機能を有しており、近年は温

室効果ガス吸収源としても注目されています。 

   このようなことから、森林組合や林業事業体などの活動を支援するととも

に、国・県等の制度を活用した造林事業を推進しています。 

   また、企業のＣＳＲ活動の一環による協働の森づくりやＮＰＯ等との連携

による市民参加の里山の保全活動を支援しています。 

（単位：ha） 

ヒノキ スギ マツ クヌギ コナラ 合計 

188.26 3.87 0.54 5.89 2.56 201.12 

                   (令和 7 年３月 31 日現在)                
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市内森林面積           (単位：ha) 

区分 国有林 

民有林 

合計 
私有林 

公有林 

計 
県有林 市有林 

財産区 

有林 
小計 

面積 1,405 11,297 181 541 684 1,406 12,703 14,108 

(2020農林業センサスによる) 

 

 (４) 遊休農地の発生防止と、農地の持つ多面的機能の確保  

   中山間地域等の農地における遊休農地の発生を未然に防止し、農業生産

活動等が継続されるための地域活動に支援を行い、水源涵養・災害防止機

能、自然生態系の保全など農地の多面的機能の確保を図るために、令和６

年度は、53集落、参加農家数705戸、面積約299haの中山間地域の農地に

おいて、中山間地域等直接支払事業を実施しています。 

 (５) 「ため池守り隊」市民活動支援事業の促進 

   市内の用途地域内に点在するため池を対

象に、ため池管理者のみならず、地域住民

も参加して行う草刈りや清掃活動など、自

主的かつ継続的なため池の美化・保全活動

を支援しています。 

   令和６年度は、11団体、12のため池で実

施しています。 

 (６) 多自然川づくり実現に向けた取組の推進 

   自然石による護岸、透水性のある水路底等自然環境に配慮した整備に努  

めています。 

 

 

 

 

 

 (７) 鳥獣被害防止対策の実施 

  ア イノシシ等への対策 

    市内で発生するイノシシ等による農作物や

生活環境への被害を防止し、農林業の保護と

育成を図るため、高松市鳥獣被害防止計画に

基づき、高松市鳥獣被害対策実施隊を中心に

有害鳥獣捕獲活動を実施しています。 

    さらに、農家や集落によるイノシシ等侵入防止柵の設置について、技術

指導や設置費用の助成をしています。また、狩猟免許取得等にかかる費用

を助成し、捕獲従事者の確保を図っています。 

施工実績(自然石護岸) 

  河 川 名 町名 施工年度 

１ 宮北川 牟礼町牟礼 H23 

 

イノシシによる農作物被害面積 

年 度 面 積(ha) 

R４ 12.92 

R５ 1.30 

R６ 28.59 
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  イ アライグマ等への対策 

    農業及び生活環境に深刻な被害を発生させ

ているアライグマ等を駆除するため、県の補

助を受けて捕獲器を購入するほか、猟友会等

捕獲資格を有する者や、アライグマ・ヌート

リア防除従事者が本市で捕獲活動・個体処分

する費用の一部を助成しています。 

  ウ その他の事業                           

    カラスによるビワ等への農作物被害を防除するため、果樹生産団体が猟

友会に委託して行う捕獲に対し助成を行っています。また、カワウの糞害

等による生活環境被害対策として、香川県猟友会に委託して捕獲活動を

実施しています。 

 

第６節 自然とのふれあいの充実 

１ 自然とふれあう場づくり 

 (１) 農業体験活動等の推進 

   遊休農地や遊休化するおそれのある農

地を市民農園（都市住民がレクリエー

ションや生きがいづくり等の目的で、小

面積の農地を利用して野菜や花を育てる

ための農園）として整備し、農地の有効

利用を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 (２) 自然ふれあいの森等整備事業の実施 

   都市化の進展に伴う自然とのふれあいに関する市民ニーズの高まりを受

け、勅使町の12.3haの市有山林に散策道や休憩所等を整備して、「自然ふ

れあいの森」として市民が森林の中で安らげる場を提供しています。  

   また、市町合併により、旧塩江町の松尾生活環境保全林（65.7ha）、旧

庵治町の森林公園「御殿山園地」（20.0ha）や「創造の森」（14.7ha）が

加わり、市民が自然と触れ合える場が拡がっています。 

 

 

 

防護柵の設置 

西植田いきいき市民農園 

箇所数 面積(㎡) 区画数  

29 69,251 1,241 

            (令和７年３月 31 日現在) 

 

市民農園開設状況 


